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【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

　
岩
出
市
長
　　中
　芝
　　正
　幸

　

私
ど
も
地
方
に
と
っ
て
は
、
大
変
厳
し
い
一

年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
厳
し
い
時
代
背
景
に
あ
っ
て
、

本
年
は
、
市
制
施
行
10
年
目
の
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
、「
大
き
な
節
目
の
年
」
と
な
り
ま
す
。

　

京
奈
和
自
動
車
道
紀
北
西
道
路
（
紀
の
川
Ｉ

Ｃ
～
和
歌
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
の
開
通
、
旧
県
会
議
事

堂
「
一
乗
閣
」
修
復
保
存
事
業
の
完
成
等
、国
・

県
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
了
す
る
年
で
あ

り
、
こ
れ
ら
事
業
に
併
せ
て
、
市
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
京
奈
和
自
動
車
道
へ
の
接
道
と

し
て
の
「
市
道
根
来
安
上
線
」、
一
乗
閣
周
辺

の
整
備
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
た
、
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
・
大
会
の
開

催
年
で
も
あ
り
、
第
70
回
国
民
体
育
大
会
で

は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
３
競
技
、
第
15
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
の
２
競
技
を
開
催
し
ま
す
が
、
全
国
か
ら
来

ら
れ
る
方
々
に
岩
出
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
良

い
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
全
体
で
の
「
お

も
て
な
し
」
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
今
後
の
重
点
事
業
で
す
が
、「
都
市

基
盤
整
備
」
で
は
、
市
道
交
差
点
改
良
事
業
等

の
「
渋
滞
対
策
事
業
」、「
下
水
道
整
備
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
が
第
３
次
認
可
区
域
の

完
了
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
鋭
意
、
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
防
災
対
策
」
で
は
、
浸
水
被
害
の
解
消
、

軽
減
を
目
指
し
、「
浸
水
対
策
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
農
地
等
の
浸
水

被
害
緩
和
の
た
め
、
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
事
業
の
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
南
海
ト
ラ
フ
連
動
地
震

に
備
え
、
道
路
橋
梁
等
の
耐
震
化
、
危
険
た
め

池
の
改
修
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
結
成
促
進
・
育
成
、

地
域
防
災
訓
練
の
実
施
、
個
人
住
宅
耐
震
診
断

改
修
補
助
、
更
に
岩
出
市
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
改

訂
版
を
配
布
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
「
福
祉
施
策
」
に
つ
い
て
は
、
児
童
か
ら
高

齢
者
ま
で
す
べ
て
の
年
齢
層
に
対
す
る
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
施
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
人

口
減
少
対
策
が
急
が
れ
る
中
、
本
市
に
お
い
て

も
、
核
家
族
化
、
共
働
き
世
帯
が
増
加
し
て
お

り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
整
備
を
図
る
た
め
、「
岩
出
市
子
ど
も
・
子
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
穏
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
は
市
行
政
の
各
分
野
に
わ
た

り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
異
常
気
象
に
よ

る
台
風
や
集
中
豪
雨
の
増
加
、
土
砂
災
害
の
発

生
、
御
嶽
山
の
火
山
噴
火
等
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
方
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
今
後
、
多
く
の
自
治

体
が
消
滅
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
発
表
も
あ

り
、
国
で
は
、
地
方
創
生
に
向
け
て
の
動
き
が

活
発
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
に
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る

効
果
が
地
方
に
浸
透
し
て
い
な
い
状
況
の
中
、

消
費
税
増
税
を
１
年
半
延
期
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
社
会
保
障
制
度
の
改
革

に
つ
い
て
も
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

育
て
支
援
事
業
計
画
（
仮
称
）」
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
は
、
県
下
で
一
番
高

齢
化
率
の
低
い
本
市
に
お
い
て
も
、
年
々
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
平
成
37
年
ま

で
を
見
据
え
た
「
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
財
源
対
策
も
含
め
、
国
の
動
向
に

注
視
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
教
育
施
策
」
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒

の
学
力
の
低
下
・
体
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る

中
、「
学
力
・
学
習
状
況
調
査
事
業
」、「
い
わ

で
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
事
業
」
等
、
効
果
的
な

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
青
少
年
健
全
育
成
」
で
は
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
社
会
と
行
政
が
連
携
し
て
、
次
代
を
担
う

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
育
成
市

民
会
議
等
の
皆
様
方
と
連
携
し
な
が
ら
、
あ
い

さ
つ
運
動
や
見
守
り
活
動
等
、
安
全
な
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や

か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
か
ら
議
会

活
動
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
議
員
一
同
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
近
年
で
は
珍
し
く
な

く
な
っ
た
異
常
気
象
に
よ
り
、
多
く
の
台
風
が

日
本
列
島
に
上
陸
し
、
全
国
各
地
で
例
を
見
な

い
豪
雨
、
ま
た
、
御
嶽
山
の
噴
火
等
の
自
然
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
内
の
経
済
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
第

　
　
　
　
　
　
　

　
　

岩
出
市
議
会
議
長
　松
　下
　　元
　

二
次
安
倍
内
閣
が
発
足
以
来
、
大
胆
な
金
融
緩

和
や
財
政
出
動
、
成
長
戦
略
な
ど
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
効
果
を
背
景
と
し
た
景
況
感
の
改
善
が
続
い

て
い
る
中
、
個
人
消
費
に
は
消
費
マ
イ
ン
ド
向

上
に
よ
る
緩
や
か
な
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら

れ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

私
た
ち
市
民
の
生
活
に
は
実
感
が
な
い
状
況
と

言
え
ま
す
の
で
、
今
後
、
本
市
経
済
へ
も
そ
の

効
果
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
微
増
な
が
ら
人
口
増
加
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
市
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
道
路
等
の
環
境
整
備
を
は
じ
め
、
商

工
業
や
観
光
の
振
興
、
高
齢
者
社
会
に
対
応
し

た
施
策
、
教
育
や
防
災
・
災
害
対
策
な
ど
、
課

題
解
決
を
進
め
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
、
第
70
回
国
民
体
育
大
会
「
紀
の
国
わ

か
や
ま
国
体
・
紀
の
国
わ
か
や
ま
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
本
市
で
は
、
国
体
と
し
て
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
障
が

い
者
の
大
会
と
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
の
各
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
人

が
岩
出
市
を
訪
れ
ま
す
の
で
、
市
の
P
Ｒ
が
で

き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
本
市
と
縁
の
あ
る
選
手
が
多
数
出
場

さ
れ
ま
す
が
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

市
全
体
で
応
援
し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
市

民
本
位
を
基
本
理
念
と
し
、
皆
様
の
福
祉
の
向

上
を
念
頭
に
、
政
策
の
推
進
、
さ
ま
ざ
ま
な
市

政
課
題
の
解
決
に
向
け
、
公
正
で
、
し
っ
か
り

と
し
た
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、議
員
一
同
、最
大
限
の
知
恵
と
工
夫
を
も
っ

て
、
市
民
に
役
立
つ
議
会
と
な
ら
ね
ば
と
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本

年
が
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

画
・
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
す

が
、策
定
に
あ
た
っ
て
は「
市
政
懇
談
会
」や「
住

民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
皆
様
方
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
で
き
る
だ

け
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
、
気
持
ち
を
新
た

に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、「
対
話
と
協

調
」
を
基
本
に
、
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

都
市
化
が
進
み
、
住
民
ニ
ー
ズ
も
多
種
・
多

様
化
、
複
雑
化
・
高
度
化
し
て
い
る
中
で
、
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
を
計

画
期
間
と
し
た
「
第
２
次
岩
出
市
長
期
総
合
計

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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今
月
号
の
表
紙
は
、
山
崎
保
育
所

年
長
児
58
人
の
元
気
な
羊
た
ち
（
子

ど
も
た
ち
）が
、力
を
合
わ
せ
て
作
っ

た
「
羊
」
の
文
字
で
す
。

　

今
年
、
小
学
校
に
入
学
す
る
み
ん

な
は
、
ど
ん
な
夢
を
も
っ
て
い
る
の

か
な
？　

　

み
ん
な
の
大
き
な
夢
、
楽
し
い

夢
、か
わ
い
い
夢
、色
々
な
夢
が
も
っ

と
膨
ら
む
、
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す

よ
う
に
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

も
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

おおきくなったら、
なりたいものは？

男の子 ベスト３ 女の子 ベスト３

おおきくなったら、

サッカー選手

警察官

魚屋さん

アイドル

ケーキ屋さん

看護師



5　　広報いわで　2015・1 【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

情報Topicsトピックス

情報Topicsトピックス

馬
ば ば

場　明
あ き こ

子

表　彰 （順不同・敬称略）

藤
ふ じ い

井　民
た み こ

子

おめでとうございます。

○開催日時
　１月 12 日（月・祝）

　受付　午前９時から　　開式　午前９時 30 分

○開催場所
　岩出市立市民総合体育館

○対象者
　平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれの方

生涯学習課　青少年女性係  ☎ 62-2141（内線 281・282）

平成 27 年成人式
新成人の門出をお祝いします

○内容
　第一部　式典

　第二部　記念イベント

　　　　　（よしもとバラエティー）

　　　　　ダイアン・ミサイルマン・桜　稲垣早希

　第三部　記念撮影

　　ご両親や祖父母の皆様も、是非ご参加ください。

　　なお、当日は、華美な服装はご遠慮ください。

　　会場への酒類や危険物等の持ち込みは固く禁止しま

　す。

昨年の成人式の様子

保  護  司

【近畿地方更生保護委員会委員長表彰】

上
うえにし

西　治
は る お

雄　 宮
み や い

井　貞
さ だ こ

子

【近畿地方保護司連盟会長表彰】

木
き そ

曾　康
こうごん

厳

【和歌山保護観察所長表彰】

畑
はたむら

村　佳
まさみつ

圓

松
ま つ だ

田　晃
こうさく

作

北
きただに

谷　博
ひろしげ

茂

【和歌山県保護司会連合会長表彰】

中
なかむら

村　安
やすたか

隆 藤
ふじおか

岡　昭
あきひこ

彦

更生保護女性会

【和歌山保護観察所長感謝状】

巽
たつみ

　志
し ま こ

満子 林
はやし

　季
き よ こ

予子

【和歌山県更生保護女性連盟会長表彰】

小
こ や ま

山　明
あ け み

美
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那賀消防組合消防出初式
　○日時　1 月 12 日（月・祝）　午後 1 時 30 分～３時頃

　○場所　大宮緑地総合運動公園

　　　　　※自動車は岩出橋側からお越しください。

　　　　　雨天の場合、岩出市立体育館（西野 264 番地）

　○内容　岩出市立岩出第二中学校吹奏楽部による演　　

　　　　　奏、幼年消防クラブ員（山崎北保育園）に

　　　　　よる防火演技、消防職員による救出救助訓

　　　　　練・放水訓練等

　○展示・体験コーナー（雨天の場合は中止）

　　・防火アンケート　午後 1 時～

　　・展示コーナー　　午後 1 時 30 分～

　　　　　　　　　　　「防災なんでも相談コーナー」

　　・体験コーナー　　式典等終了後～

　　　　　　　　　　　「地震体験車による地震体験」等

岩出市消防団出初式
　○日時　１月３日（土）午前９時～

　○場所　大宮緑地総合運動公園

　○内容　部隊観閲、永年勤続者等の表彰、

　　　　　全部隊による一斉放水

総務課  危機管理係  ☎ 62-2141（内線 133・122）那賀消防組合☎ 61-0119

平成 27 年岩出市消防団・那賀消防組合

　市教育委員会では、保護者が勤務等により留守になる

家庭の児童を対象に、放課後及び学校休業日に学童保育

を実施しております。

○休所日　・日曜日

　　　　　・８月 13 日から８月 16 日

　　　　　・12 月 28 日から１月５日

　　　　　・警報が発令された日（朝から休校の場合）

　　　　　・シルバー人材センターが指定する日

○保育時間
　・学校の授業がある日　　午後１時から７時

　・学校の授業がない日　　午前８時から午後７時

○保育料　　月額　8，800 円

○おやつ代　月額　1，250 円

【新規入所受付】

　４月から新規入所を希望される方のみ、右のとおり受

付を行います。

○日時　２月 12 日（木）、13 日（金）、16 日（月）、

　　　　17 日（火）　　午前９時～午後４時

○場所　岩出市役所　2 階　第 4 会議室

※当日、印鑑をご持参ください。

※定員がありますので入所希望者が多い場合は、希望に

　添えないことがあります。

学童保育所はつぎのとおりです。
　●ホープいわで　　　　　　　　　　　　定員 60 名

　●ホープやまさき　　　　　　　　　　　定員 60 名

　●ホープあいあいセンター　　　　　　　定員 60 名

　●ホープねごろ　　　　　　　　　　　　定員 40 名

　●ホープかみいわでＡ　　　　　　　　　定員 40 名

　●ホープかみいわでＢ　　　　　　　　　定員 40 名

　●ホープちゅうおう　　　　　　　　　　定員 60 名

　入所方法等の詳細については、教育総務課までお問い

合わせください。

教育総務課 ☎ 62-2141（内線 297）

平成 27 年度学童保育所
新規入所申込みのご案内

▲昨年の消防団出初式の様子

出初式を行います
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福祉課  児童福祉係  ☎ 62-2141（内線 325・338）

平成 27 年度保育所（園）等
利用申込受付〈二次募集〉
○受付日程　12 月 22 日（月）～ 2 月 20 日（金）

　　　　　　午前９時から午後５時まで

　　　　　　※閉庁日を除く。

○受付場所　岩出市役所　福祉課

○申込書の受付について
　平成 27 年４月に、保育所（園）等へ新規利用を希望

される方のみ受付を行います。

　なお、今回の募集は、一次募集の結果により、定員に

余裕がある保育所（園）のみ行います。

※平成 27 年５月以降の利用を希望される方は、随時募

　集となりますので、今回受付はできません。

※上記期間内で申し込まれた方が二次募集受付者となり

　ます。

　・喘息等の慢性疾患で、急性期の症状はなく状態は安

　　定しているが、まだ集団生活に不安があり、安静が

　　必要なとき

　・熱傷等の外傷性疾患で、症状は固定しているが、ま

　　だ集団での保育には無理があるとき

○実施場所・保育時間・定員
　施設の名称　病後児保育室「きらら」

　実施主体　社会福祉法人和歌山つくし会

　実施場所　岩出市中迫 667 ‐ １和歌山乳児院２Ｆ

　お預かりできる日と時間
　　月曜日～金曜日　午前８時～午後６時

　　( 土曜日・日曜日・祝日・12 月 29 日～ 1 月 3 日は

　　お休みです）

　定員　３名

　費用　利用料　2,000 円／日

　　　　給食費　昼食 300 円、おやつ 100 円

　（岩出市病後児保育事業補助金事業）

　利用できる児童は、家庭において必要な保育を受ける

ことが難しい方です。

　利用申込者が定員を超えた場合は、入所審査会で厳正

な審査を行って利用調整いたします。

　その場合、希望の保育所（園）等を利用できない場合

がありますのでご了承ください。

病気の回復期のお子さまを
お預かりします

○病後児保育室「きらら」とは
　病気やケガの回復期にあたり、家庭や集団生活での保

育が困難なお子さまを一時的にお預かりする事業です。

○対象
　つぎのいずれにもあてはまる方が、対象です。

　・岩出市に居住していること。

　・生後１歳～就学前の児童（ただし、特に必要な場合

　　は、小学校３年生まで）。

　・病気の回復期にあり、医師により許可されているこ

　　と。

　・保護者の就労・疾病・冠婚葬祭等社会的な理由によ

　　り、家庭での保育が困難な状況であること。

○対象となる病気と回復期の範囲
　・風邪、感染性胃腸炎等、子どもが日常的にかかる病

　　気で、急性期を経過したが、まだ安静が必要なとき

　・おたふくかぜ、はしか、インフルエンザなどの伝染

　　性疾患で、急性期を経過したが、まだ感染力を有し

　　ており、集団での保育には無理があるとき

病後児保育室「きらら」☎ 69-1001（内線 201）　   69-1002

　・喘息等の慢性疾患で、急性期の症状はなく状態は安

　　定しているが、まだ集団生活に不安があり、安静が

　　必要なとき

　・熱傷等の外傷性疾患で、症状は固定しているが、ま

　　だ集団での保育には無理があるとき

○実施場所・保育時間・定員
　施設の名称　病後児保育室「きらら」

　実施主体　社会福祉法人和歌山つくし会

　実施場所　岩出市中迫 667 ‐ １和歌山乳児院２Ｆ

　お預かりできる日と時間
　　月曜日～金曜日　午前８時～午後６時

　　( 土曜日・日曜日・祝日・12 月 29 日～ 1 月 3 日は

　　お休みです）

　定員　３名

　費用　利用料　2,000 円／日

　　　　給食費　昼食 300 円、おやつ 100 円

　（岩出市病後児保育事業補助金事業）

病気の回復期のお子さまを
お預かりします

○病後児保育室「きらら」とは
　病気やケガの回復期にあたり、家庭や集団生活での保

育が困難なお子さまを一時的にお預かりする事業です。

○対象
つぎのいずれにもあてはまる方が、対象です。

　・岩出市に居住していること。

　・生後１歳～就学前の児童（ただし、特に必要な場合

　　は、小学校３年生まで）。

　・病気の回復期にあり、医師により許可されているこ

　　と。

　・保護者の就労・疾病・冠婚葬祭等社会的な理由によ

　　り、家庭での保育が困難な状況であること。

○対象となる病気と回復期の範囲
　・風邪、感染性胃腸炎等、子どもが日常的にかかる病

　　気で、急性期を経過したが、まだ安静が必要なとき

　・おたふくかぜ、はしか、インフルエンザなどの伝染

　　性疾患で、急性期を経過したが、まだ感染力を有し

　　ており、集団での保育には無理があるとき

病後児保育室「きらら」☎ 69-1001（内線 201）　   69-1002

病後児保育室「きらら」

施設名 電話番号 所在地 受入年齢

公

立

岩出保育所 62-2402 清水196-1

1歳以上山崎保育所 62-2844 湯窪59
根来保育所 62-2701 根来1281
上岩出保育所 62-2814 南大池72

私

立

しらゆり保育園 62-8678 今中98 0歳以上
（生後6か月以上）さくら保育園 62-6200 新田広芝182

おひさま保育園 63-0269 岡田550 0歳以上
（生後6週以上）山崎北保育園 62-0732 金池354

【保育所（園）等施設名及び所在地】 年齢：H27.4.2 現在

幼稚園の利用を希望される
方は、希望する幼稚園に直接
お問い合わせください。

FAX
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保険年金課 保健医療係☎ 62-2141（内線 183） 国保・年金係（内線 176）　長寿介護課 介護保険係（内線 198）　

※被用者保険等の方には市役所から送付されませんの

で、ご加入の医療保険者へお問い合わせください。

　

　高額医療・高額介護合算療養費の申請は、7 月 31 日

時点に加入している医療保険者へ行います。

　計算対象期間（平成 25 年 8 月 1 日から平成 26 年 7

月 31 日まで）の間に、引っ越しされた方、医療保険者

が変わった方、亡くなられた方などにつきましては、国

民健康保険・後期高齢者医療制度の加入者であっても申

請書が届かない場合がありますので、該当すると思われ

る場合は、平成 26 年 7 月 31 日時点で加入している医

療保険者へお問い合わせください。

　

　お問い合わせ先
　　・後期高齢者医療制度…保険年金課 保健医療係

　　・国民健康保険…………保険年金課 国保・年金係

　　・介護保険………………長寿介護課 介護保険係　

　高額医療・高額介護合算制度は、医療と介護の両方の

サービスを利用している世帯の負担を軽減する制度で

す。

　

　同じ世帯に属する介護保険の被保険者の方が、１年間

（毎年 8 月～ 7 月）に、医療保険（国民健康保険、後期

高齢者医療制度、被用者保険など）の一部負担金と介護
保険の利用者負担額を合計した金額が、基準額を超えた

場合、その超えた金額が高額介護合算療養費（高額医療

合算介護（予防）サービス費）として支給されます。

○後期高齢者医療制度の支給対象者には
　　平成 26 年 12 月に申請書を送付しています。

○国民健康保険の支給対象者には
　　平成 27 年 1 月中に市役所から申請書を送付いたし

　ます。

高額医療・高額介護合算療養費のお知らせ

難聴児に対する補聴器購入費等の
福祉課  障がい福祉係  ☎ 62-2141（内線 322）

一部を助成します
○助成内容　市が対象と認めた補聴器につき、市が定め

　る基準価格の範囲内で購入費の 3 分の 2、非課税世帯

　については全額が助成額となります。

○指定医療機関　県内の指定医療機関はつぎのとおりで

　す。

　・日本赤十字社和歌山医療センター

　・和歌山県立医科大学付属病院

　・社会保険紀南病院

　・さかい耳鼻咽喉科クリニック

○その他
　補聴器の購入前にご相談ください。

　購入後の申請は受け付けできませんので、ご注意くだ

　さい。福祉課障がい福祉係にて、補聴器を希望される

　方の状況等をお伺いしながら、申請に必要な書類等の

　ご説明をいたします。

　身体障害者手帳の交付の対象とならない軽度・中等度

の難聴児（18 歳未満）の健全な言語や精神の発達を支

援するため、補聴器の購入費を一部助成します。

○助成対象　新しく補聴器を購入する費用、もしくはこ

　の制度によって購入した補聴器の耐用年数が経過し、

　新たに購入する費用（修理費用は対象外です。）

○対象となる方　つぎの①～④の要件をすべて満たす方

　①岩出市内に住所を有する 18 歳未満の方。

　②両耳の聴力レベル 30d Ｂ以上 70d Ｂ未満で、身体

　　障害者手帳の交付の対象とならないこと。

　③指定自立支援医療機関の医師が、補聴器の装用が必

　　要であると判断したもの。

　④対象児童の世帯内に市町村民税所得割額が 46 万円

　　以上の方がいないこと。
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　１か月に支払った医療費の自己負担額が高額になった

とき、申請して認められれば自己負担限度額を超えた分

が高額療養費として支給されます。

　自己負担限度額は所得区分によって異なります。

　平成 27 年 1 月から 70 歳未満の国民健康保険被保険

者の高額療養費の所得区分及び自己負担限度額が見直さ
れます。
　なお、70 歳から 75 歳未満の国民健康保険被保険者

の高額療養費の所得区分及び自己負担限度額は従来どお

りです。　

　過去 12 か月以内に自己負担限度額を超えた高額療養費の支給が４回以上あった場合は多数該当となり、４回目以降の

自己負担限度額は上の表の〈多数該当：〉内の金額に、変更になります。

保険年金課 国保・年金係  ☎ 62-2141（内線 187）

国民健康保険の高額療養費
自己負担限度額が変わります

○限度額適用認定証
　医療費を負担する前に外来・入院とも「限度額適用認

定証」を提示すれば、同一医療機関での支払いは自己負

担限度額までとなります。（保険給付対象外のものは除

く。）また、入院の際の食事代が減額になる場合があり

ます。

　この認定証の交付には申請が必要です。

　詳しくは、国保・年金係まで、お問い合わせください。

区分 所得要件 自己負担限度額

A

上位

所得

基礎控除後の所得が

６００万円を超えた場合

１５０，０００円＋（総医

療費－５００，０００円）

×１％

< 多数該当：

　　　　８３，４００円 >

B

一般

基礎控除後の所得が

６００万円以下の場合

８０，１００円＋（総医療

費－２６７，０００円）×

１％

< 多数該当：

　　　　４４，４００円 >

C

低

所得

住民税非課税

３５，４００円

< 多数該当：

　　　　２４，６００円 >

区分 所得要件 自己負担限度額

ア
基礎控除後の所得が

９０１万円を超えた場合

２５２，６００円＋（総医

療費－８４２，０００円）

×１％

< 多数該当：

　　　１４０，１００円 >

イ

基礎控除後の所得が

６００万円を超え

９０１万円以下の場合

１６７，４００円＋（総医

療費－５５８，０００円）

×１％

< 多数該当：

　　　　９３，０００円 >

ウ

基礎控除後の所得が

２１０万円を超え

６００万円以下の場合

　８０，１００円＋（総医

療費－２６７，０００円）

×１％

< 多数該当：

　　　　４４，４００円 >

エ
基礎控除後の所得が

２１０万円以下の場合

５７，６００円

< 多数該当：

　　　　４４，４００円 >

オ 住民税非課税

３５，４００円

< 多数該当：

　　　　２４，６００円 >

平成 26 年 12 月以前 平成 27 年 1 月以降

70 歳未満の国民健康保険被保険者の高額療養費の所得区分及び自己負担限度額

▲
▲

▲
▲

▲
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情報Topicsトピックス

粉河税務署からのお知らせ
粉河税務署  個人課税第一部門 ☎ 73-3301（代）

 年金所得者の税務署による確定申告出張相談会場

○日時　2 月 5 日（木）、6 日（金）

　　　　午前 9 時 30 分～ 12 時、午後 1 時～ 4 時

○場所　岩出市役所　 3 階　第 6 会議室

　※開設初日は混雑が予想されます。長い時間お待ちい

　　ただく場合や、混雑の状況により早めに受付を終了

　　させていただく場合があります。

 確定申告書の作成と提出について
　

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」

では、画面の案内に従って金額等を入力すれば、所得税

及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税の確定申告

書や青色申告決算書などを作成できます。

　作成したデータは、e-Tax を利用して提出することが

できるほか、印刷した「書面」により提出することもで

きます。

　国税庁ホームページは「https://www.nta.go.jp」です。

　また、確定申告書はお早めに提出いただくとともに、

送付により提出される場合には、必ず郵便又は信書便を

利用されるようご留意願います。（確定申告書は「信書」

に該当しますので、郵便物・信書便物以外の荷物扱いで

送付することはできません。）

【問い合わせ先及び郵送等による申告書の提出先】
　〒 649-6592　紀の川市粉河 807　　

　粉河税務署　個人課税第一部門　☎ 73-3301（代）　

　※音声案内に従って電話機を操作してください。

（確定申告・相続税）

 岩出市役所での税務署による確定申告出張相談会場

○日時　2 月 27 日（金）～ 3 月 9 日（月）

　　　　午前 9 時 30 分～ 12 時、午後１時～４時　

　　　　※土・日は開設しておりません。　　

○場所　岩出市役所　 ３階　第６会議室

　※土地・建物や株式等の譲渡、贈与税及び相続税の相

　　談は行っていません。

　※ 2 月 16 日（月）～ 3 月 16 日（月）は、市職員に

　　よる申告受付・相談を行います。

　　

　市職員のみによる相談日（税務署による相談日以外の

日）には申告書をご自身でご記入していただくことにな

ります。

  粉河税務署の申告会場

○日時　2 月 3 日（火）～ 3 月 16 日（月）

　　　　午前９時～午後５時

　※土・日・祝日は開設しておりません。

　※申告会場の混雑状況により、早めに受付を終了する

　　場合があります。

○場所　紀の川市商工会館（粉河駅南側）

　　　　紀の川市粉河 878 ‐ 2

　※各会場では納税はできません。金融機関等をご利用

　　ください。

　※申告会場へお越しの際は、前年分の申告書の控え等

　　をお持ちください。

 相続税について
　

　平成 27 年１月以降、相続税の遺産に係る基礎控除額

が引き下げられます。

　具体的には、3,000 万円＋（600 万円×法定相続人の

数）の合計額が基礎控除額となります。

　相続税の申告期限は、相続の開始があったことを知っ

た日（通常は、被相続人の死亡の日）の翌日から 10 ヶ

月以内です。

　なお、ご相談は確定申告期間が終わりました４月以降

にお願いいたます。

　　
税務署の出張相談は
7 日間のみです！

 申告と納税は、期限内に！

■所得税・復興特別所得税と贈与税　3 月 16 日（月）

■個人事業者の消費税・地方消費税　3 月 31 日（火）

印刷して提出！
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和歌山県知事選挙の結果について

岩出市選挙管理委員会  ☎ 62-2141　（内線 125）

平成 26 年 11 月 30 日執行

　11 月 30 日執行の和歌山県知事選挙は、市内 19 カ所

の投票所にて投票が行われました。

　午後９時から、市民総合体育館にて即日開票を行い、

結果はつぎのとおりとなりました。

総務課  人事係  ☎ 62-2141（内線 130）

平成 27 年度採用　岩出市職員
採用試験（保健師）を実施します
◎募集区分　保健師　１名

◎受付期間
　・持参　１月５日（月）から１月 16 日（金）まで

　　　　　　（平日、午前９時から午後 5 時）

　・郵送　１月 16 日（金）までの消印有効

◎試験日
　・試験（筆記、作文、適性試験、面接）

　　２月８日（日）

　　（申込状況により、面接を 2 月 14 日（土）に実施

　　  する場合があります。）

◎場所　岩出市総合保健福祉センター

◎受験資格
　昭和 62 年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資

格を有する方又は平成 27 年３月末までに取得見込みの

方

※地方公務員法第 16 条に規定する欠格事項に該当する

方は受験できません。

◎試験案内の交付
　岩出市役所総務課において交付しています。

　試験案内及び申し込み用紙は、岩出市ウェブサイトか

らもダウンロードできます。

　

　郵送で請求する場合は、宛名（返送先）を記載した返

信用封筒を同封してください。

　返信用封筒には必ず 92 円切手を貼ってください。

　（定形外封筒を同封する場合は必要な額の切手を貼っ

て請求してください。）

当日有権者数　　　　　４１, ４２５人

投票総数　　　　　　　１３, ６４３票

有効投票数　　　　　　１３, ４０３票

無効投票数　　　　　　　　  ２４０票

欠票数　　　　　　　　  　　　　０票

投票率　　　　　　　　     ３２. ９３％

候補者の氏名 党　派 得　票　数

にさか　吉伸 無所属 １０,９９８

はたなか　正好 無所属 ２,４０５

合　　計 １３，４０３

（候補者届出順）
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今年は、紀の国わかやま国体

・紀の国わかやま大会が

が開催されます！

　和歌山県では２巡目となる第 70 回国民体育大会「紀の国わかやま国体」、そして、第 15 回全国障害者スポーツ大会

「紀の国わかやま大会」が、いよいよ今年開催されます。

　昨年は、国体のリハーサル大会として、８月にハンドボール、11 月にはボウリングとバドミントンの大会を開催い

たしました。競技団体をはじめ、市民ボランティアや小中学生・高校生の皆さんにご協力いただき、全国レベルの大会

運営を経験することができました。このリハーサル大会での経験を活かし、市民総参加で選手や観客の皆さんを温かく

お迎えするとともに、いつまでも心に残る大会にしましょう。

【バドミントン競技リハーサル大会が開催されました】

　紀の国わかやま国体バドミントン競技リハーサル大会「バドミントン日本リーグ 2014　2 部リーグ　いわで大会」

が 11 月 22 日～ 24 日、市民総合体育館において開催されました。バドミントン日本リーグの 2 部に所属する男女チー

ムが全国各地から集まり、国体に負けない熱い戦いが繰り広げられました。

▲ハンドボール競技 ▲ボウリング競技 ▲ボランティア活動の様子

▲バドミントン競技男子 ▲バドミントン競技女子
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税
・
料
金

　

市
税
を
滞
納
し
た
ま
ま
で
い
ま
す

と
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
納

税
者
と
の
公
平
性
を
保
て
ま
せ
ん
。

当
市
で
は
、
税
収
を
確
保
す
る
た
め

に
、
催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
の
給

与
・
預
貯
金
・
不
動
産
等
の
財
産
を

調
査
し
、
差
押
え
に
よ
る
滞
納
処
分

や
「
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
」
へ

徴
収
の
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

●
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　

日
常
、
仕
事
等
で
お
忙
し
い
方

は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
ご
利

用
の
場
合
は
、
口
座
振
替
を
希
望
さ

れ
る
金
融
機
関
又
は
市
役
所
税
務
課

で
申
込
み
が
で
き
ま
す
の
で
、
預
金

通
帳
及
び
通
帳
の
印
鑑
を
お
持
ち
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・  

紀
陽
銀
行
・
南
都
銀
行
・
紀
の
里

　

農
業
協
同
組
合
・
近
畿
労
働
金
庫

　

・ 

き
の
く
に
信
用
金
庫
・
池
田
泉

　

州
銀
行
和
歌
山
支
店

・ 

郵
便
局
又
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
※

　

直
接
、
郵
便
局
へ
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。）

●
納
税
相
談

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
は
、
納
期
内
に
税

務
課
納
税
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
生
活
状
況
等
を
お
聞
き
し
た
う

え
で
、
分
割
納
付
等
の
相
談
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま

放
置
せ
ず
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課  

納
税
係

　
　
（
内
線
１
５
１
～
１
５
３
）

こ
ん
な
と
き
は
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

○
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し

　

な
ど
を
さ
れ
た
場
合
で
、
そ
の
登

　

記
を
さ
れ
な
い
と
き
。

○
併
用
住
宅
な
ど
で
、
居
住
部
分
の

　

割
合
を
変
更
さ
れ
た
と
き
。

○
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
宅
地
を
所

　

有
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
住
宅
用

　

地
か
ら
住
宅
用
地
以
外
へ
又
は
住

　

宅
用
地
以
外
か
ら
住
宅
用
地
へ
変

　

更
さ
れ
た
と
き
。

○
岩
出
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
が
、

　

住
所
を
変
更
さ
れ
た
と
き
。

○
一
定
期
間
海
外
へ
転
出
さ
れ
る
と

　

き
。

○
固
定
資
産
が
災
害
等
に
よ
り
著
し

　

い
被
害
に
あ
っ
た
と
き
。

※
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
毎
年

１
月
１
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

岩出市役所・・・62-2141（代）

総合保健福祉センター
・・・61-2400

地域子育て支援センター

いわで・・・・62-3362
あいあい・・・61-2983

クリーンセンター
・・・62-0814

岩出図書館・・・・・62-7222

市民総合体育館・・・62-0370

岩出警察署・・・・・63-0110

民俗資料館・・・・・63-1499

那賀消防組合・・・・61-0119

（岩出市教育委員会）

主な機関の連絡先

問

申

☎

…問い合わせ先

…申し込み先

…電話番号

nfomation
Life

くらし
の

情 報

申し込み・問い合わせなどで住所・電
話番号の記載がないものは市役所へ

〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

問　

税
務
課  

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が

な
ど
に
備
え
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を

守
る
た
め
の
相
互
扶
助
の
制
度
で

す
。
国
保
税
は
、
こ
の
制
度
を
健
全

に
運
営
す
る
た
め
の
も
の
で
、
み
な

さ
ん
に
公
平
に
負
担
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
災
害
そ
の
他
特

別
の
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
措
置
を
と
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。　
　

●
保
険
証
に
替
え
て
﹁
資
格
証
明

書
﹂
を
交
付
し
ま
す
。

　
「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と
、

①
保
険
証
を
交
付
さ
れ
た
場
合
と
同

国
保
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

様
に
国
保
税
は
、
課
税
さ
れ
ま
す
。

②
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支
払

い
、
後
日
国
保
・
年
金
係
へ
申
請
を

す
れ
ば
、
保
険
給
付
分
の
払
い
戻
し

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
払
い
戻
し
額
の
全
額
又

は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

●
預
貯
金
や
給
与
等
を
差
し
押
さ
え

ま
す
。
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
預
貯
金

等
は
お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
年

金
課
国
保
・
年
金
係
ま
で
納
税
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
災
害
等
に
よ
り
納
付
困
難
な
と
き

は
、
税
・
延
滞
金
の
減
免
、
一
部
負

担
金
の
免
除
に
該
当
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
７
６
）

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

市
税
は
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
！
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2 月 2 日（月）です。

■後期高齢者医療保険料第 7 期
■国民健康保険税第 8 期
■第 1 号被保険者 　（65 歳以上）
    介護保険料 第 8 期 普通徴収

納   期   限

夜間納税相談日
8 日（木）・22 日（木）

国保税・後期高齢者医療保険料

午後 8 時まで
窓口　保険年金課

○
出
産
育
児
一
時
金
（
妊
娠
４
か
月

　

を
超
え
る
出
産
に
支
給
）

　

39
万
円
↓
40
万
４
千
円

○
産
科
医
療
補
償
制
度
対
象
の
出
産

　
（
在
胎
週
数
22
週
以
降
の
出
産
）

に
加
算
す
る
額

　

３
万
円
↓
１
万
６
千
円

※
合
計
支
給
額
42
万
円
は
変
更
あ
り

　

ま
せ
ん
。

※
平
成
27
年
１
月
以
降
の
出
産
か
ら

　

適
用
さ
れ
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
９
１
）

出
産
育
児
一
時
金
の
金

額
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

新
成
人
の
皆
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
！

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
が
す
べ
て
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
加
入
手
続
き

　

20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
は
市

役
所
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
学
生
の
方
も
同

様
で
す
。（
20
歳
前
に
就
職
し
て
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
中
の
方

は
、
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。）

●
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

　

国
民
年
金
の
保
険
料
額
は
、
月
額

１
５
，
２
５
０
円
（
平
成
26
年
度
）

で
す
。

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
は
、
つ
ぎ
の
制
度

等
を
申
請
に
よ
り
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
等
に
在

学
す
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
本
人
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
に
よ
り
在
学
期
間
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
以
外
の
30
歳
未
満
の
方
で
本

人
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
全
額
免
除
・
一
部
納
付
制
度

　

学
生
以
外
の
方
で
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部

納
付
に
な
り
ま
す
。

※
離
職
者
、
災
害
の
被
災
者
の
方
は

所
得
に
関
係
な
く
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
９
２
）

　
　
（
内
線
１
９
１
）

確
定
申
告
と
介
護
保
険

　

介
護
保
険
料
は
、
確
定
申
告
の

際
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

　

上
下
水
道
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
い
た
だ
く
料
金
で
運
営
し
て

お
り
、
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
け
な

い
方
に
対
し
て
は
、
給
水
の
停
止
、

ま
た
、
裁
判
所
を
通
じ
て
支
払
督
促

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
上
下
水
道
料
金
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
至
急
ご
入
金
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問　

上
下
水
道
業
務
課  

上
水
道
係

　
　
（
内
線
２
６
１
・
２
６
７
）

ス
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
領
収
書
の
「
医

療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
金
額
欄
」

に
よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
た

だ
し
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と

し
て
支
給
さ
れ
た
も
の
は
除
き
ま

す
。）

問　

長
寿
介
護
課  

介
護
保
険
係

　
　
（
内
線
１
７
９
・
１
９
８
）

上
下
水
道
料
金
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

（後期高齢者医療保険料の相談もできます。）
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健
康
・
介
護

が
ん
検
診
、
20
・
30
歳

代
健
診
は
受
け
ま
し
た

か
？

○
受
診
期
日　

１
月
31
日
ま
で　

※
那
賀
病
院
で
の
乳
が
ん
検
診
は
２

　

月
26
日
ま
で

○
受
診
方
法　

実
施
医
療
機
関
へ
事

　

前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。（
健

　

康
保
険
証
を
持
参
）

○
実
施
医
療
機
関　

岩
出
市
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
保

　

健
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０

65
歳
以
上
の
方
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

　

岩
出
市
内
に
住
所
を
有
す
る
次
の

方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。（
対

象
者
の
方
に
は
、
予
診
票
等
案
内
を

平
成
26
年
９
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い

ま
す
。）

　

接
種
期
限
が
1
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
接
種
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

○
対
象

①
接
種
時
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
あ
っ

て
、
心
臓
・
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器

の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活

活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方
お
よ
び
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方

＊
自
己
負
担
１
，
０
０
０
円
（
生
活

　

保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け
て
い

　

る
方
は
無
料
）

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

実
施
医
療
機
関
に
予
約
を
入
れ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
注
意
事
項
を
読

み
、
予
診
票
と
予
防
接
種
済
証
を
お

持
ち
に
な
り
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０

冬
の
感
染
症
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
！

　

冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ

め
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
す

る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

つ
ぎ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
、

冬
の
感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◎
予
防
の
ポ
イ
ン
ト　

・  

外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き
は
、
手
洗

　

い
と
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
十
分
な

　

睡
眠
は
、
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る

　

た
め
に
必
要
で
す
。
日
頃
の
生
活

　

に
注
意
し
て
体
調
を
整
え
ま
し

　

ょ
う
。

・  

空
気
の
乾
燥
に
よ
り
、
の
ど
の
粘

　

膜
の
防
衛
機
能
は
低
下
し
ま
す
。

　

部
屋
の
湿
度
は
50
～
60
％
に
保
つ

　

と
効
果
的
で
す
。

・ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
は
、
人

　

混
み
へ
の
外
出
は
控
え
、
外
出
時

　

は
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
も
感
染
予

　

防
方
法
と
し
て
有
効
で
す
。

・ 

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
で
口
を

　

お
お
い
ま
し
ょ
う
。

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０

後
期
高
齢
者
健
診
は

　
　
　

2
月
28
日
ま
で

　

ま
だ
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
は
お

早
め
に
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。
受

診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
お
電
話
に

て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　

域
連
合

　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

　

市
役
所  

保
険
年
金
課

　

保
健
医
療
係
（
内
線
１
８
３
）

健  康  講  座 を開催します！
1 月 30 日（金）13:30 ～ 15:30

★場所　総合保健福祉センター　１階　集団指導室

★受付　13：00 ～　　★定員　80 名　

★申込　電話で氏名・住所・電話番号をお伝えください 。

申・問　保健推進課　☎ 61 ‐ 2400

「ほめなくてもいいよ！」
～お父さん・お母さんの子育てが楽しくなる講座～

こんな方におすすめ！

保育所・幼稚園・小学生の子どもたちと関わりのある方

講師：コーチ・キャリアコンサルタント

駄
だ た い

田井　一
いっこう

孝　氏

声かけをすこし変えただけで変わる！

「ほめる」から「認める」へ
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一般献血（16 ～ 69 歳）
65 歳以上の方は、   60 ～ 64 歳のとき
に 1 回でも経験のある方

　日程・場所はテレビからでも確認で
きます。テレビ和歌山→リモコンのｄ
ボタンを押す→「けんけつ＋ちゃんね
る」
問　保健推進課　☎ 61-2400

1 月 献   血

・   2 日（金）・10 日（土）　
（株）オークワミレニアシティ岩出店

10:00 ～ 11:45、13:00 ～ 16:30

【
那
賀
休
日
急
患
診
療
所
】

　

紀
の
川
市
東
大
井
３
５
０

　

☎
77
‐
６
４
１
０

（
休
日
診
療
）

◆
診
療
科
目　

内
科
・
外
科

◆
診
療
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～

　

４
時
30
分
、午
後
８
時
～
10
時（
平

成
26
年
12
月
14
日
（
日
）
～
平
成
27

年
3
月
15
日
（
日
））

【
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
】

　

３
６
５
日
24
時
間
対
応

　

近
く
の
医
療
機
関
の
案
内
が
あ
り

ま
す
。

　

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

【
和
歌
山
市
夜
間
・
休
日
応
急
診
療

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

・29 日（木） 岩出警察署
9:30 ～ 12:15、14:00 ～ 16:30

・29 日（木） 岩出市役所

休日歯科急患当番表
那賀歯科医師会

日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認の
　うえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合が
　ありますので、　電話が通じな
　いときは消防署（℡ 61-1791）
　にお問い合わせください。

月 日 曜 歯  科  医  院  名 住     所（診療所） TEL　
　
　
　
　
　
　
　

１
月

1 木
はたなか歯科クリ
ニック 岩出市清水 354-1 69-5511

山中歯科医院 紀の川市貴志川町神戸 784 64-2379

2 金
おち歯科医院 岩出市中島601-4 61-7322

松本歯科医院 紀の川市桃山町調月 161 66-0206

3 土
吉田歯科クリニック 岩出市根来 160-1 69-1182

岡本歯科医院 紀の川市粉河 389-7 73-4970

4 日 林　歯科医院 岩出市金池401-8 62-6012

11 日 岩崎歯科医院 岩出市川尻56-3 62-9888

12 月 藤田歯科医院 紀の川市中三谷17-20 77-6060

18 日 金尾歯科医院 岩出市西安上94-1 62-1588

25 日 山本歯科矯正 紀の川市貴志川町北山379 64-3014

休
日
や
夜
間
に
利
用
で

き
る
病
院
の
ご
案
内

　にお問い合わせください。

緊
急
通
報
装
置
を
貸
出

し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
等
が
、
急
病
や
災
害
等
、
万
一
の

場
合
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
受
信
セ
ン

タ
ー
と
緊
急
連
絡
が
と
れ
る
緊
急
通

報
装
置
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

・ 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

　

齢
者
ま
た
は
昼
間
ひ
と
り
暮
ら
し

　

の
高
齢
者

・ 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
重
度
心
身
障
害

　

者
・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

○
申
込
方
法

　

申
請
書
と
必
要
書
類
（
長
寿
介
護

課
に
て
配
布
）
を
、
長
寿
介
護
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
に
は
協
力
員
３
名
（
緊
急
の

際
、
迅
速
に
利
用
者
宅
へ
出
向
き
、

安
否
確
認
を
行
え
る
方
。
内
１
名

は
、
地
区
の
民
生
委
員
で
す
。）
が

必
要
で
す
。

○
注
意
事
項

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ア
ナ
ロ
グ
回
線
以
外
を

利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
機
器
を
取

り
付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
利
用
料　

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

セ
ン
タ
ー
】

（
夜
間
・
休
日
診
療
）

　

和
歌
山
市
吹
上
５
丁
目
２
‐
15

　
（
和
歌
山
市
中
保
健
所
内
）

　

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
８
１
８
１

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０

利用者世帯の区分
負担額

（月額）

Ａ
生活保護法による被保護世帯（単給世
帯を含む）及び生計中心者が前年所得
税非課税世帯

0円

Ｂ
生計中心者の前年所得税課税年額が
10,000円以下の世帯

1,333円

Ｃ
生計中心者の前年所得税課税年額が
10,001円以上の世帯

2,052円

問　

長
寿
介
護
課  

長
寿
社
会
係

　
　
（
内
線
１
８
９
・
３
２
７
）
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環
境
・
エ
コ

ご
み
の
減
量
化
と
資
源

化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

岩
出
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
の
推
進
、
負
担
の
公
平
化
を

図
る
た
め
、「
ご
み
有
料
化
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
福
祉
加
算
配
布
】

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

　

介
護
保
険
事
業
等
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
に
、
介
護
保
険
事
業
計
画

等
作
成
委
員
会
に
お
い
て
、
岩
出
市

介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
高
齢
者
福

祉
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
委
員
会
は
傍
聴
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

○
事
前
申
込
み
（
電
話
可
）

○
傍
聴
者
定
員　

８
名
（
先
着
順
）

○
開
催
日
時　

　

１
月
8
日
（
木
）
午
後
2
時
か
ら

○
開
催
場
所　

　

サ
ン
ホ
ー
ル　

大
会
議
室

問　

長
寿
介
護
課  

介
護
保
険
係

　
　
（
内
線
１
９
６
）

第
4
回
﹁
介
護
保
険
事

業
計
画
等
作
成
委
員
会
﹂

の
開
催
に
つ
い
て

　

各
世
帯
の
人
数
に
応
じ
た
無
料
配

布
枚
数
に
加
え
て
生
活
環
境
課
窓
口

に
て
本
人
ま
た
は
家
族
等
に
よ
り
申

請
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
ご
み
袋
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請

は
年
１
回
の
み
で
、
申
請
時
に
袋
の

大
き
さ
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
生
活
環
境
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

集
団
資
源
回
収
活
動
を

始
め
ま
せ
ん
か
？

　

家
庭
か
ら
発
生
す
る
古
紙
等
を
集

団
で
資
源
回
収
す
る
団
体
に
対
し

て
、
そ
の
回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金

を
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

○
対
象
品
目

　

新
聞
、
雑
誌
、
チ
ラ
シ
、
段
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

衣
類
、
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、

ビ
ン
類
。

（
た
だ
し
、
岩
出
市
内
の
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
た
も
の
に
限
る
）

○
交
付
の
対
象
と
な
る
団
体

　

自
治
会
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
の
他
営
利
を
目
的
と
し

な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
。

○
奨
励
金
の
額

　

資
源
物
の
回
収
量
１
㎏
あ
た
り
４

円
で
す
。

○
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は

　

事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
で
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
団
体
登
録
受
付

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

地
球
温
暖
化
対
策
シ
リ
ー
ズ
80
回

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
今
夏
も
節
電

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
冬
も
電
力

の
供
給
に
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
予

備
率
３
％
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で

す
が
、
電
力
の
安
定
供
給
確
保
の
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
節
電
の
ご
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

︽
ご
家
庭
で
の
節
電
ポ
イ
ン
ト
︾

　

一
般
的
に
、
冬
は
午
後
7
時
頃
が

最
も
電
力
消
費
が
多
い
時
間
帯
で

す
。
こ
の
時
間
帯
で
は
暖
房
機
器
や

照
明
器
具
、
冷
蔵
庫
等
の
消
費
電
力

が
最
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
電
化
製
品
を
節
電
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
効
果
的
な
節
電
が
で

き
ま
す
。

（
暖
房
機
器
）

・ 

暖
房
は
室
温
20
℃
を
目
安
に
重
ね

　

着
等
に
よ
っ
て
設
定
温
度
を
下
げ

　

る
。

・ 

フ
ィ
ル
タ
ー
は
こ
ま
め
に
掃
除
し 

　

室
外
機
周
り
は
整
理
整
頓
す
る
。

（
照
明
器
具
）

・  

不
要
な
照
明
を
使
わ
な
い
。

・ 

テ
レ
ビ
等
も
照
度
を
下
げ
る
と
節

　

電
効
果
が
あ
り
ま
す
。

（
冷
蔵
庫
）

・ 

冷
蔵
効
率
を
下
げ
な
い
た
め
に
、

　

物
を
詰
め
こ
み
す
ぎ
な
い
。

・  

ド
ア
の
開
閉
は
極
力
減
ら
す
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

【
ご
み
の
搬
入
時
間
︼

　

1
月
4
日
ま
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
休
業
し
、
5
日
か
ら
平
常
通

り
開
始
い
た
し
ま
す
。

・
月
～
金　

 

午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日 　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　
　
　
　
　

３
時

 （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

○
ご
注
意

　

資
源
ご
み
を
分
別
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
中
で
、「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」「
衣
類
」
の
中
に
粗
大
ご

み
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

1月
の不燃物

と
資源ごみの
回収予定日

回収区域
不燃物

（カン・ビン類）
資源ごみ

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
  7日・21日

（第１・３水曜）

9日以降の

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
14日・28日

（第２・４水曜）

8日以降の

毎週木曜日

　
「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に

は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装
ケ
ー
ス
等
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、「
衣
類
」
に
は
毛
布
、布
団
、

枕
、
カ
ー
テ
ン
等
の
布
類
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

問　

生
活
環
境
課

　
　
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
‐
0
8
1
4
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浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て

い
る
ご
家
庭
の
方
へ

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、
正

し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、

生
活
排
水
の
処
理
が
不
十
分
な
ま
ま

外
に
放
流
さ
れ
、
近
所
の
方
々
に
迷

惑
を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
河
川

や
生
活
環
境
の
汚
染
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

お
宅
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
？
定
期
的
に
保
守
点
検
、
法
定

検
査
、
清
掃
を
行
い
、
適
正
な
管
理

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽
の

機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水
が
基

準
値
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定
期
的

に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
１
回

水
質
に
関
す
る
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
検
査
の
申
込
み
や
料
金
等

に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
水
質
保
全

セ
ン
タ
ー
☎
０
７
３
‐
４
３
２
‐

６
４
３
３
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て
い

る
と
、
汚
泥
・
ス
カ
ム
が
た
ま
り
、

放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る
能
力
が
低

下
し
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の

で
、
清
掃
を
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の

清
掃
は
、
毎
年
１
回
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
市
許
可
業
者
に
お

い
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム
（
浮
遊
し
て
い
る
汚
泥
）

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

犬
・
猫
の
飼
育
は
飼
い

主
の
責
任
と
愛
情
で

◎
犬
は
、
綱
や
鎖
で
つ
な
い
で
飼
う

か
、柵
・
ゲ
ー
ジ
の
中
や
室
内
で
飼
っ

て
く
だ
さ
い
！

○
散
歩
時
は
、
必
ず
犬
を
引
き
綱
や

鎖
な
ど
で
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
鑑
札
、
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の
首

輪
な
ど
に
付
け
ま
し
ょ
う
！

○
万
が
一
の
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

き
、「
鑑
札
・
注
射
済
票
」
が
迷
い

犬
札
に
な
り
ま
す
。

◎
ふ
ん
尿
の
後
始
末
を
確
実
に
行

い
、
悪
臭
等
で
周
辺
住
民
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
飼
養
し
て
く
だ
さ

い
！

○
散
歩
時
は
、
ふ
ん
袋
や
尿
を
洗
い

流
す
水
を
携
帯
し
て
、
排
泄
物
を
適

切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○
鳴
き
声
で
周
辺
住
民
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
、
無
駄
吠
え
を
さ
せ
な

い
し
つ
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

募　

集

岩
出
市
水
道
料
金
徴
収

員
を
募
集
し
ま
す

○
業
務
内
容　

　

上
下
水
道
料
金
の
集
金

○
採
用
日　

平
成
27
年
４
月
１
日

○
募
集
人
数　

１
名

○
募
集
資
格　

　

①
岩
出
市
に
住
所
を
有
す
る
方

　

②
採
用
日
で
満
70
歳
に
達
し
て
い

　
　

な
い
方

○
受
付
期
間　

　

１
月
16
日
（
金
）
ま
で

○
提
出
書
類　

履
歴
書　

１
通

　
　
　
　
　
　
（
写
真
貼
付
）

※
郵
送
可
（
１
月
16
日
必
着
）

※
面
接
日
等
は
後
日
、
本
人
あ
て
通

知
し
ま
す
。

問　

上
下
水
道
業
務
課  

上
水
道
係

       （
内
線
２
６
８
・
２
６
７
）

◎
猫
の
ふ
ん
尿
等
で
困
っ
て
い
る
と

い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
室
内

で
の
飼
養
に
努
め
、
飼
い
猫
が
周
辺

住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
し
つ
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
１
８
６
）

し
尿
汲
み
取
り
料
金
の

改
定
に
つ
い
て

　

し
尿
の
収
集
運
搬
に
つ
い
て
は
、

岩
出
市
が
許
可
を
し
た
業
者
が
行
っ

て
い
ま
す
。
し
尿
汲
み
取
り
料
金
に

つ
い
て
は
、
平
成
7
年
8
月
1
日
に

改
定
し
て
以
来
、
現
在
ま
で
据
え
置

き
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
、

公
共
下
水
道
の
共
用
開
始
等
に
よ
り

収
集
量
、
収
集
人
口
の
減
少
、
燃
料

の
高
騰
等
に
よ
り
収
集
運
搬
経
費
の

増
加
な
ど
状
況
が
変
化
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
も
適
正
で
安
定

的
な
収
集
運
搬
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、
今
回
、
し
尿
汲
み
取
り
料
金
を

つ
ぎ
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
現
行
の
料
金
】

　

18
ℓ
当
た
り
２
０
０
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　

⇐

【
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
】

　

18
ℓ
当
た
り
２
３
０
円
（
税
込
）

○
遠
隔
地
、
ホ
ー
ス
の
延
長
等
の
汲

み
取
り
条
件
に
よ
り
、
こ
の
料
金
に

加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課

　
　
（
内
線
１
８
６
・
１
９
０
）
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講
座
・
催
し

○
歌
声
喫
茶

　
﹁
青
春
時
代
の
思
い
出
の
曲
♪
﹂

○
講
師　

安あ
さ
か積　

恵え

み

こ
美
子　

氏

　
　
　
　

清し
み
ず水　

季き

し

こ
詩
子　

氏

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

1
月
9
日
（
金
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

1
月
13
日
（
火
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

ふ 

れ 

あ 

い 

学 

級

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
付　

1
月
19
日
（
月
）

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

1
月
21
日
（
水
）

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
付　

1
月
23
日
（
金
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60

　

歳
以
上
の
方

問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
３
）

成　

人　

講　

座

○
歴
史
講
座

　
﹁
秀
吉
の
紀
州
攻
と
根
来
寺
の
復

　

  

興
﹂

○
講
師　

和
歌
山
県
立
陵
雲
高
校
教

　

諭　

小こ
や
ま山　

譽よ
し
き城　

氏

　
（
歴
史
学
博
士
）

○
日
時　

1
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
３
）

※
手
話
通
訳
あ
り
ま
す
。

問　

岩
出
市
女
性
会
議
事
務
局
（
市

　

長
公
室
内
）（
内
線
１
１
４
・
１
１
８
）

地
区
別
人
権
学
習
会
を

実
施
し
ま
す

　

人
権
教
育
啓
発
の
一
環
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
理

解
や
認
識
を
深
め
、
一
人
ひ
と
り
が

心
豊
か
で
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
市
内
６
か
所
で
実
施
い
た

し
ま
す
。

○
実
施
日
及
び
実
施
場
所

１
月
23
日
（
金
）
岩
出
地
区
公
民
館

１
月
27
日
（
火
）
山
崎
地
区
公
民
館

２
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

２
月
６
日
（
金
）
根
来
地
区
公
民
館

２
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

上
岩
出
地
区
公
民
館

２
月
17
日
（
火
） 

　

 

中
央
小
学
校

○
演
題　

　
﹁
精
神
障
害
の
理
解
と
接
し
方
﹂

○
講
師　

岩
出
市
障
害
児
者
相
談
・

　

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　

柴し
ば
た田　

竜た
つ
お夫　

氏

問　

福
祉
課
（
内
線
３
２
１
）

﹁
防
災
に
男
女
共
同
参
画  

  

の
視
点
を
！
﹂
参
加
者  

  

募
集

　

避
難
所
開
設
か
ら
運
営
の
疑
似
体

験
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
非
常
持

ち
出
し
袋
等
を
展
示
し
ま
す
。

〇
日
時　

２
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

〇
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
定
員　

40
名
（
申
込
順
）

○
対
象　

一
般
の
方

○
一
時
保
育　

有
（
無
料
・
先
着
５

　

名
ま
で
。
満
１
歳
か
ら
未
就
学
児

　

ま
で
）

【
一
時
保
育
申
込
期
限
１
月
23
日
】

○
申
込
方
法　

氏
名
・
住
所
・
電
話

　

番
号
・
一
時
保
育
希
望
の
有
無
を

　

つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
講
座
は
、
男
女
共
同
参
画
推

進
団
体
「
ほ
っ
と
け
ー
き
」
の
、
和

歌
山
県
「
元
気
な
和
歌
山
」
地
域
連

携
事
業
で
す
。

申
・
問　

市
長
公
室
（
内
線
１
１
８
）

　
　

63
‐
５
２
２
９　

e-m
ail:koushitsu@

city.iw
ade.lg.jp

FAX

岩
出
市
女
性
の
つ
ど
い
・

人
権
講
演
会
を
開
催
し

ま
す

〇
日
時　

１
月
22
日
（
木
）

　

午
後
１
時
受
付　

　

午
後
１
時
30
分
開
会

〇
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

〇
内
容　

第
１
部　
﹁
那
智
勝
浦
町 

被
災
の
体

験
を
い
か
し
て
﹂

　

つ
ば
さ
の
会
和
歌
山
会
員 

岩
本

ひ
ろ
子
氏
・
坂
本
和
美
氏

第
２
部　
﹁
～
被
災
者
支
援
に
取
り

組
ん
で
～
防
災
・
災
害
復
興
に
女
性

の
視
点
を
﹂

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
イ
コ
ー
ル

ネ
ッ
ト
仙
台
代
表
理
事　

　

宗む
な
か
た方　

恵え

み

こ
美
子　

氏

〇
一
時
保
育　

有　
（
満
１
歳
か
ら

未
就
学
児
ま
で
）

︻
一
時
保
育
申
込
期
限
１
月
15
日
︼

　

お
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
変
更
に
関
す
る

都
市
計
画
案
の
縦
覧
等

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

歴
史
講
座
を
開
催
し
ま

す

　

今
回
の
講
座
は
、
現
在
修
復
移
築

中
の
旧
県
会
議
事
堂
（
一
乗
閣
）
に

つ
い
て
建
築
物
か
ら
見
た
一
乗
閣
と

そ
の
歴
史
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た

だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

２
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

　
　
　
　

２
階　

大
会
議
室

○
テ
ー
マ

　
「
旧
和
歌
山
県
会
議
事
堂
（
一
乗

閣
）
の
歴
史
と
修
復
保
存
修
理
」

○
講
師　

和
歌
山
県
教
育
委
員
会
文

化
遺
産
課
主
査　

御み
ふ
ね船　

達た
つ
お雄　

氏

問　

民
俗
資
料
館
☎
63
‐
１
４
９
９

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア
リ
ー

ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開
放
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
健
康
と
体
力
の
保

持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

1
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

・ 

ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が
必

　

要
で
す
。

・ 

使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は
応

　

急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、
そ
の

　

他
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・  

使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
制

　

限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　

総
合
体
育
館
☎
62
‐
０
３
７
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何
か

特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
な
く
、

養
成
講
座
を
受
講
し
て
認
知
症
に
対

す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
身
に
つ

け
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。

○
内
容

　

認
知
症
と
は
ど
ん
な
病
気
か
、
認

知
症
の
症
状
・
診
断
等
に
つ
い
て
、

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
の
仕
方
等
を

講
義
か
ら
学
び
ま
す
。

　

講
座
修
了
者
に
は
修
了
の
証
と
し

て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま

す
。

○
日
時　

２
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

○
会
場　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

視
聴
覚
室

○
対
象　

岩
出
市
在
住
の
方

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
期
間

　

１
月
５
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

1
月
30
日
（
金
）

　
（
但
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

申
・
問　

長
寿
介
護
課  

介
護
保
険
係

　
　
　
　
（
内
線
１
９
５
）

お
知
ら
せ

○
開
催
日
時　

２
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

○
費
用　

２
，
３
０
０
円

○
対
象
者　

岩
出
市
内
在
住
の
方

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　

す
）

○
場
所
・
募
集
人
数

・ 

岡
田
集
会
所
（
定
員
24
名
）

・ 

上
岩
出
地
区
公
民
館
（
定
員
12
名
）

・ 

サ
ン
ホ
ー
ル
（
定
員
24
名
）

○
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
の
場
所
を
記
入

し
、
岩
出
市
役
所
産
業
振
興
課

（
〒
６
４
９
‐
６
２
９
２　

岩
出
市

西
野
２
０
９
）
ま
で
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
名

の
申
し
込
み
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
込
締
切
日　

１
月
23
日
（
金
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

※
材
料
の
大
豆
は
、２
月
４
日
（
水
）

～
６
日
（
金
）
の
間
に
産
業
振
興
課

み
そ
づ
く
り
伝
承
塾
を

開
催
し
ま
す

○次の全てにあてはまる住宅が対象です。
・昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された 住宅
・専用住宅、併用住宅（1/2 以上が住宅）、長屋、共同住宅
・2 階建て以下、延床面積 200㎡以下

問　都市計画課（内線 222・225）

耐震診断を受けませんか？ 木造住宅は無料で診断！

※非木造住宅の診断に対しては補助金制度があります。

　

岩
出
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
（
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
変
更
を
行

い
ま
す
の
で
、
都
市
計
画
案
に
つ
い

て
縦
覧
し
ま
す
。

　

案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
中
、
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
都
市
計
画
の
名
称

　

岩
出
都
市
計
画　

都
市
計
画
区
域

の
整
備
、開
発
及
び
保
全
の
方
針（
県

決
定
）

○
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間

　

1
月
30
日（
金
）～
2
月
13
日（
金
）

○
縦
覧
場
所
・
提
出
先
・
問
い
合
わ

　

せ
・
県
庁　

都
市
政
策
課

　

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
３
２
３
１

・
岩
出
市
都
市
計
画
課

　
（
内
線
２
２
３
）

ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問　

産
業
振
興
課
（
内
線
２
３
３
）
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大
会
結
果

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

○
昨
年
多
発
の
交
通
事
故
の
特
徴

・  

追
突
事
故
（
前
方
不
注
視
）
が
多

　

い
。

・  

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
関
係
す 

　

る
事
故
が
約
三
割
。

○
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
事
故
防
止

・
衣
服
や
履
き
物
な
ど
に
反
射
材
を

　

付
け
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
！

・  

飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
事
故
を
引

　

き
起
こ
し
、
厳
し
い
処
罰
、
行
政

　

処
分
が
科
さ
れ
ま
す
。

・  

お
酒
を
勧
め
な
い
、
車
を
貸
さ
な

　

い
、
運
転
さ
せ
な
い
！

○
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
の
運

　

転
は
ダ
メ
！

・ 

自
動
車
や
自
転
車
を
運
転
中
の
携

　

帯
電
話
は
非
常
に
危
険
で
す
。

　

歩
行
者
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問　

岩
出
警
察
署
☎
63
‐
０
１
１
０

入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
の
受
付
を
行
い
ま
す

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

（
※
物
品
関
係
で
、
平
成
26
～
27
年

度
有
効
の
資
格
の
あ
る
方
は
今
回
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

○
受
付
期
間

①
物
品
関
係

　

２
月
１
日
～
28
日

②
工
事
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係

　

２
月
１
日
～
３
月
31
日

※
①
②
い
ず
れ
も
、
持
参
の
場
合
は

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
45

分
～
午
後
５
時
30
分
。
郵
送
の
場
合

は
締
切
日
の
消
印
ま
で
有
効
。

○
申
請
書
様
式

　

岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
物
品
関
係
の
申
請
書
に

つ
い
て
は
、
財
務
課
に
も
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。）

○
受
付
場
所

　

岩
出
市
役
所　

財
務
課  

管
財
係

問　

財
務
課 

管
財
係

　
　
（
内
線
３
６
１
・
３
６
２
）

　

全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
農
林
業
関
係
者
を
対
象
に

行
わ
れ
る
﹃
農
林
業
の
国
勢
調
査
﹄

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
宅
や
会
社
等
に
調
査

員
が
調
査
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

市
長
公
室
（
内
線
１
１
８
）

岩
出
警
察
署
か
ら
の
お

知
ら
せ

　

今
年
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
よ

い
お
年
を
！

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　

農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日
現

在
で
「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
は
も
ち
ろ
ん
各
方
面

に
わ
た
り
、
広
く
利
用
で
き
る
総
合

的
な
統
計
資
料
を
得
る
た
め
の
調
査

で
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
市
内
で
商
工
業
を

営
ん
で
い
る
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
を

対
象
に
、
利
子
補
給
を
実
施
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
岩
出
市
商
工
会
で
ご

確
認
い
た
だ
い
た
上
で
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
申
請
方
法
・
期
日　

利
子
補
給
を

　

受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

①
岩
出
市
中
小
企
業
資
金
利
子
補
給 

　

金
の
交
付
申
請
書

②
支
払
利
子
額
の
確
認
で
き
る
書
類

③
市
税
の
納
税
証
明
書
（
過
去
に
未

　

納
が
な
い
事
を
証
明
す
る
も
の
）

　

の
書
類
等

　

を
１
月
5
日
（
月
）
か
ら
1
月
30

日
（
金
）
ま
で
の
間
に
岩
出
市
商
工

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

国
民
生
活
事
業
の
お
借
り
入
れ
が
あ

る
方
は
、
１
月
26
日
（
月
）
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

岩
出
市
商
工
会

　
　

☎
62
‐
７
１
１
１

中
小
企
業
の
皆
さ
ま
へ

利
子
補
給
の
お
知
ら
せ

○
日
時　

10
月
22
日
（
水
）

○
場
所　

紀
美
野
町
ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▽
男
性
の
部

優
勝　

吉
田
巽

2
位　

山
口
美
智
男

3
位　

田
中
壽
夫

▽
女
性
の
部

優
勝　

尾
原
安
子

2
位　

山
口
扶
美
子

3
位　

中
恵
史
代

＊
岩
出
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

第
15
回
岩
出
市
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
市
民
交
流
大
会

第
30
回
岩
出
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
定
期

交
流
大
会

○
日
時　

11
月
13
日
（
木
）

○
場
所　

根
来
若
も
の
広
場

○
男
子
の
部　
（
51
名
参
加
）

１
位　

大
西
通
治

２
位　

高
松
武
朗

３
位　

出
嶋
早
喜

○
女
子
の
部　
（
37
名
参
加
）

１
位　

榎
明
美

２
位　

吉
田
ミ
チ

３
位　

楠
根
ツ
ヤ
子

※
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
協
会
主
催
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受付時間 9:45 ～ 10:00（予約制）

受付時間 9:45 ～ 10:00（予約制）

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

〔電話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570

〔住所〕〒649‐6211　
緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの

岩出市東坂本672
1月の休園日

   1日（木）、    6日（火）

13日（火）、  20日（火）

26日（月）～29日（木）
〔H   P〕http://www.w-botanicalgarden.jp

【箏（こと）・初春コンサート】　     1 月 3 日（土）     13:30 ～ 14:30

　今年で13回目を迎える年始のイベントです。　箏の糸が奏でる独特の繊細な和の音色や余韻をご堪能ください。

【新春・ニコニコ楽落寄席】　　　1 月 11 日（日）　13:30 ～ 15:30
　昨年大好評だった“わかやま楽落会”による落語会を今年も開催します。
　また、大人顔負け・ちびっこ噺家の、かわいくておもしろい落語も楽しんでいただけます。

【バラの手入れ教室】　　　　　　1 月 11 日（日）　13:30 ～ 16:00
　冬季剪定を中心に、年間の手入れ方法をわかりやすくご紹介します。また、植え付けや誘引方法、病害虫の種類と駆
除方法、肥料の施し方などを学んでいただきます。事前の申し込みが必要です。

【庭木の剪定教室】　　　　　　　1 月 12 日（月・祝）13:30 ～ 16:00
　庭木の手入れにピッタリなこの時期に、剪定を中心に庭木の管理方法を学びます。事前の申し込みが必要です。

1月2日（金）からお正月開園します。

謹 賀 新 年　本年もよろしくお願い申し上げます

○
日
時　

11
月
1
日
（
土
）

○
会
場　

粉
河
多
目
的
運
動
場

▽
ト
リ
プ
ル
ス
の
部

３
位　

岩
出
さ
く
ら
（
他
１
名
）

　
　
　

上
野
満
智
子
・
鈴
木
勇
三

３
位　

岩
出
空

　
　
　

吉
田
福
子
・
藤
田
妙
子

　
　
　

・
藪
下
進

＊
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
所
属

第
8
回
紀
の
川
市
オ
ー

プ
ン
ペ
タ
ン
ク
大
会

第
9
回
紀
の
川
市
市
長
杯

少
林
寺
拳
法
大
会

▽
日
時　

10
月
26
日
（
日
）

第
2
回
和
歌
山
県
リ
レ

ー
シ
ョ
ン
ス
リ
ー
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会

○
日
時　

11
月
２
日
（
日
）

○
場
所　

御
坊
市
野
口
Ｇ
Ｂ
コ
ー
ト

▽
リ
ー
グ
戦
コ
ー
ト

優
勝　

岩
出
北
大
池
チ
ー
ム

※
岩
出
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
所
属

第
9
回
岩
出
市
民
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

○
日
時　

11
月
9
日
（
日
）

○
場
所　

岩
出
市
立
体
育
館

▽
男
女
混
成
の
部　

１
位　

　

Ａ
ゾ
ー
ン　

さ
く
ら

　

Ｂ
ゾ
ー
ン　

ツ
ム
ツ
ム

　

Ｃ
ゾ
ー
ン　

ボ
デ
ィ
ケ
ア
紀
泉
台

▽
フ
リ
ー
の
部　

１
位
︵
女
子
︶
ボ
デ
ィ
ケ
ア
紀
泉
台

　
　

  ︵
男
子
︶
Ｉ
軍
団

＊
岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催

第
56
回
全
日
本
タ
ー
ゲ
ッ

ト
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権

大
会

○
日
時　

10
月
24
日（
金
）～
26
日（
日
）

○
場
所　

静
岡
県
掛
川
市

　

つ
ま
恋
リ
ゾ
ー
ト
多
目
的
広
場

▽
男
子
個
人　

8
位
入
賞　

古
川
高
晴

▽
女
子
個
人　

準
優
勝　

大
嶋
恵　

※
岩
出
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
所
属

▽
場
所　

紀
の
川
市
立
粉
河
中
学
校

　
　
　
　

体
育
館

▽
単
独
演
武

○
小
学
3
年
生
の
部

1
位　

中
尾
漣

○
小
学
4
年
生
の
部

1
位　

中
尾
凛

3
位　

寺
本
佳
弘

※
岩
出
市
少
林
寺
拳
法

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属　
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問　 保健推進課☎ 61-2400

乳幼児健康診査

■ 4 か月児（平成 26 年 9 月生）
受付時間 13:00 ～ 13:15

26 日（月）・27 日（火）

■ 7 か月児（平成 26 年 6 月生）
20 日（火）・21 日（水）

■ 1 歳 8 か月児（平成 25 年 5 月生）
13 日（火）・ 14 日（水） 

受付時間 13:00 ～ 13:30
■ 3 歳 6 か月児（平成 23 年 6 月生）
   9 日（金）・16 日（金）

受付時間 9:00 ～ 9:30
■ 10 か月児（平成 26 年 2 月生）
 13 日（火）・ 14 日（水）

乳幼児健康相談

■ 2 歳 6 か月児（平成 24 年 6 月生）
    9 日（金）・16 日（金）

栄養教室（離乳食）
受付時間 9:45 ～ 10:00（予約制）

19 日（月）

内容：離乳食について

場所：総合保健福祉センター

乳幼児保健事業予定表

1 月

育て子
コーナーみ

ん
な
あ
つ
ま
れ

　
　
　

い
わ
で
っ
子

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
等
を
実
施
し
ま
す
。　
　
　
　

○
受
付
期
間

　

1
月
14
日
（
水
）
～
20
日
（
火
）

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
は
９
時
か
ら
で
す
。
定

員
に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
61
‐
２
９
８
３

2 月 対         象 あそび 場所・時間 定員

  2 日（月）

16 日（月）

２歳児

（平成 23 年 4 月 2 日生～

平成 24 年 4 月 1 日生）

おひな様作り

総合保健福祉センター

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
15 組

13 日（金）

24 日（火）

１歳児

（平成 24 年 4 月 2 日生～

平成 25 年 4 月 1 日生）

総合保健福祉センター

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
10 組

  6 日（金）

20 日（金）

0 歳児

（平成 25 年 4 月 2 日以降に生）

総合保健福祉センター

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
10 組

パパママ教室（妊婦教室）
受付時間 9:45 ～ 10:00（予約制）

28 日（水）

内容：歯の健康・産後うつについ
　　　て。妊婦体操

不妊で悩んでいる方、不妊治療に関心のある方へ

講演会・交流会

　不妊で悩んでいる夫婦等が不妊に関する治療を正しく理解し、不安を解消して、

安心して治療がうけることができることを願い、講演会を開催します。

　講演会終了後、交流会を開催します。普段はあまり話すことができない悩みを話

し合ってみませんか。

日時　２月 ７日（土）午後 3 時 30 分～ 5 時 30 分 

                                       （受付：午後 3 時から）

場所　岩出保健所　１階　会議室

講演　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　いくこレディースクリニック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  院長 　内
う ち だ

田　幾
い く こ

久子　先生
「不妊症の理解と

治療について」

    兵庫医科大学産婦人科教室に入局され、宝塚市立病院産婦人科、府中病院産婦人
　 科、府中のぞみクリニック（不妊専門センター）に勤務され、平成 18 年 海南市
　にいくこレディースクリニックを開設されています

～ 内田幾久子先生のご紹介 ～

交流会　講師の先生を交えて交流会を開催します。

申込期限　２月５日（木）

申・問　岩出保健所 保健福祉課 健康・子ども家庭グループ

　　　　☎ 61 ‐ 0049　　　62 ‐ 8720FAX

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報
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相談 日時 場所 内容 問い合わせ先

消費生活相談
（岩出市開設）

13日（火）・27日（火）
午後1時～4時

市役所　2階　第4会議室 　悪質訪問販売や架空請求、貸金業者
からの借金問題などの消費者問題に
ついてご相談ください。
　紀の川市開設日もご利用いただけ
ます。

市長公室
（内線114）

消費生活相談
（紀の川市開設）

14日（水）・28日（水）
午後1時～4時

紀の川市役所南別館
2階相談室（小）

紀の川市商工観
光課☎79-3919

行政相談
21日（水）
午後1時～3時

船山地区公民館
大会議室

　行政サービスに関する苦情、行政の
仕組みや手続等、どんなことでもお気
軽にご相談ください。

市長公室
（内線119）

人権相談
13日（火）
午後1時～4時

総合保健福祉センター
　人権問題ではないだろうかと感じ
たときは、気軽にご相談ください。人
権擁護委員が相談に応じます。

福祉課

（内線321）

教育相談
月～金（祝日除く）
午前8時45分～
　　 午後5時30分

○スクールカウンセラー
　・山崎北小学校・上岩出小学校
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○スクールソーシャルワーカー
　・岩出第二中学校
○適応指導教室「フレンド」
○岩出市青少年センター

　
　岩出市内の小中学生や保護者の方
を対象に、学習や生活、子育て等教育
全般に関する相談を受け付けていま
す。

・在籍の小中学校
・適応指導教室 
☎62-0892

・青少年センター
☎61-7007

・教育総務課
 （内線290）

子育て相談

月～金（祝日除く）
午前9時～午後5時

和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室 　子育ての悩みなどの相談を受け付

けています。電話で相談後、相談内容
で面談が必要であれば、予約日を決め
て来院していただきます。

和歌山県立医科
大学小児成育医
療支援室☎
073-441-0808毎週木曜日

午後2時～4時
公立那賀病院

健康相談
毎週月曜（祝日除く）
午前9時30分～11時

総合保健福祉センター 健康や育児等について
保健推進課
☎61-2400

ふれあい専門
相談

毎週月曜・金曜日
（祝日・年始除く）

午前9時～午後4時

総合保健福祉センター

家事（離婚、相続、遺言、夫婦関係等）・
事故・民事（破産・損害賠償等）・刑事・
行政・労働問題など

社会福祉協議会

☎63-3246
ふれあいなん
でも相談

第3火曜日
午後1時～4時

税務相談

第4火曜日
午後1時～4時

民事・登記相談

岩出市役所☎ 62-2141（代）

困 ったときは

こちらまで

相談してください困1
月

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）
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生涯学習課　青少年女性係　☎ 62-2141（内線 281・282）

青少年健全育成 コーナー

　和歌山県から「知事メッセージ」を携えて、巡回活動隊（キャラバン隊）が来庁し、岩出市長への「伝達式」が

行われました。県知事からのメッセージを披露します。

平成 26 年度子ども・若者育成支援強調月間に係る

　　　　　　　　　　　　　巡回活動隊（キャラバン隊）来庁

　

和
歌
山
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
・

若
者
が
活
力
に
満
ち
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
す
べ

て
の
県
民
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
少
子
高
齢
化
や

高
度
情
報
化
の
進
展
、
地
域
に
お
け

る
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
、
子
ど

も
や
若
者
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が

変
化
す
る
中
で
、
い
じ
め
や
子
ど
も

が
被
害
者
と
な
る
事
件
が
相
次
い
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ー
ト

や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
自
立
が
困
難

な
若
者
の
存
在
は
、
依
然
と
し
て
深

刻
な
問
題
で
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
道
徳
心
や
思
い
や
り
の
心
、

人
間
関
係
を
形
成
す
る
力
の
育
成
が

十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
・
若

者
を
育
成
し
て
い
く
取
組
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
考
え
方
を
県

民
一
人
ひ
と
り
が
共
有
し
、
実
践
し

て
い
く
た
め
の
し
く
み
づ
く
り
が
必

要
で
す
。

　

県
で
は
、
年
長
の
子
ど
も
や
若
者

が
後
輩
を
育
成
す
る
し
く
み
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
活
動
の
担
い
手
と

な
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
い
て
、
核
と
な
る
青

少
年
育
成
団
体
の
活
性
化
を
支
援
し

て
い
る
所
で
す
。

　

引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
地
域
ぐ

る
み
の
子
ど
も
・
若
者
の
育
成
活
動

の
先
頭
に
立
っ
て
、
御
尽
力
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月

　

岩
出
市
長　

様

　
　
　
　
　
　

和
歌
山
県
知
事

　
　
　
　
　
　
　
　

仁に
さ
か坂　

吉よ
し
の
ぶ伸▲巡回活動隊による知事メッセージ伝達の様子

平
成
26
年
度
﹁
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
﹂

　
　
　
　
　
　

～
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　

11
月
に
、
岩
出
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
の
主
催
に
よ
り
、「
青
少
年

健
全
育
成
を
考
え
る
小
学
校
区
別
懇

談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
守

り
、
優
し
く
、
た
く
ま
し
く
育
て
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
ビ
デ
オ

鑑
賞
や
意
見
交
換
な
ど
を
交
え
、
皆

で
考
え
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
は
、

・  

子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
危
険

・  

少
年
犯
罪
（
万
引
き
・
い
じ
め
）

・ 

高
校
生
が
企
画
運
営
す
る
子
ど
も   

　

お
菓
子
づ
く
り
教
室

　

な
ど
、
内
容
の
違
う
３
本
を
鑑
賞

し
学
校
や
地
域
、
家
庭
の
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
、
感
想
や
報
告
、
課
題

な
ど
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
危
険
や
少
年
犯
罪
を
な

く
す
た
め
、
ま
た
、
上
の
子
が
下
の

子
を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
ま

ず
、
家
庭
で
会
話
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
地
域
の
方

が
声
を
か
け
、
見
守
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
を
考
え
る
小
学
校
区
別
懇
談
会

　
﹁
地
域
ぐ
る
み
で
・
・
・
守
り
ま
し
ょ
う　

育
て
ま
し
ょ
う
﹂

和歌山県青少年育成協会
　　 会長表彰受賞

　去る 10 月 26 日（日）に開催

された「平成 26 年度子ども・若

者育成支援県民大会」において、

青少年健全育成にご尽力いただい

ている方に、和歌山県青少年育成

協会会長表彰の授与が行われ、岩

出市からつぎの２名が受賞されま

した。

野
の じ り

尻　幸
さ ち よ

世　氏

田
た な べ

邊　和
か ず お

夫　氏

おめでとうございます。

  

子 

育 
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相　
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図書館 へ

岩出図書館

行こう

（根来1472-1）

図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

1月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、ＤＶＤ・ビデオ・ＣＤなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンター
にお返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみで、貸出・延長はで
きません。

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

映画の原作本展示します

1 月のおはなし会

新春アニメ上映会 防災イベント

日時　1 月 10 日（土）

　　　開場　午前 10 時 15 分

　　　開演　午前 10 時 30 分

場所　岩出図書館　大会議室

　　　＊入場は無料です（先着 100 名）

みんなであそぼうさい　　

●日時　１月 17 日（土）午前 10 時 30 分から

●内容　防災に関するクイズ・紙芝居をします。　

●場所　岩出図書館　大会議室

●対象　子ども

防災講座
「わが家の耐震」

●日時　１月 17 日（土）午後 2 時から　　　

●内容　耐震診断や家具の固定方法などに

　　　　ついてお話していただきます。　

●場所　岩出図書館　大会議室　（先着 100 名）

●対象　一般

●両イベントの申込方法
　図書館カウンターまたは電話にて岩出図書館まで

お申し込みください。

　

　　　☆参加者には防災グッズをプレゼント！

　　　　　　※いずれも入場無料です

●くまのおいしゃさん　（23 分）

○図書館ボランティアによるおはなし会
4 日（日）・11 日（日）・・・「おはなしドロップス」

18 日（日）・25 日（日）・・・「おはなしのとびら」

　午後 1 時 30 分から

　岩出図書館おはなし室　　

○図書館スタッフによるおはなし会
24 日（土）・・・「おはなしパレット」

　午後 3 時から

　岩出図書館おはなし室

期間　2 月 11 日（水・祝）まで

場所　岩出図書館　展示コーナー

　映画の原作になった本やノベライズ本を展示しま

す。

　１月 17 日（土）午後 2 時から　　　

　耐震診断や家具の固定方法などに

●こぶとりじいさん　　（10 分）

●さるかにがっせん　　（10 分）

●楽しいムーミン一家魔法の帽子　　
　　　　　　　　　　　（25 分）

▲原作本展示の様子
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  ～岩出市の話題を紹介します～

パ
シャ話題

相手も自分も大切に

　小中学生のメッセージのほか弁護士の菊地幸夫さんを

講師に迎え、「人を許す時が自分を高める時」と題して

ご講演いただきました。

人権を考えるつどいを開催しました 11／15
岩出市の秋の風物詩

　当日は、綺麗な紅葉に包まれる中、大塔前のステージ

では、獅子舞や根来の子守唄、根来鉄砲隊の演武等が披

露されました。

紀州根来寺かくばん祭りが開催されました 11／22

たくさんお友達ができました

　12 月 6 日、兵庫県三田市で開催されました、「第 5

回ご当地キャラクター大集合 in さんだ 2014」に参加し

てきました。また、10 月 19 日に開催されました「ご

当地キャラ博 in 彦根」では、ご当地アイドル「ナガール」

もそうへぃちゃんと一緒にステージで歌やダンスを披露

してくれました。

ゆるキャライベントに参加してきました 12／6
　ゆるキャラグランプリでは、多くの方に投票いただ

き、ありがとうございました。

　今年も、たくさんのイベントに参加し、皆さんと会え

ることをそうへぃちゃんも楽しみにしていると思いま

す。どうぞ今年もそうへぃちゃんをよろしくお願いしま

す。

彦根市三田市
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第
９
回
岩
出
マ
ラ
ソ
ン
大
会　

参
加
者
募
集
！

日　　時　3 月 8 日（日）　午前 9 時開会式

　　　　　午前 9 時 45 分から各種目順次ス

　　　　　タート

集合場所　根来若もの広場

申込締切　１月 30 日（金）

参加種目
ファミリー 2㎞（1 チーム 5 名以内）

　小学 3 年生以下の子供が参加する場合、その子

供 2 名につき保護者 1 名必要

　個人の参加もできます。（小学 4 年生以上）

小学生 3㎞　男子・女子とも

　小学 1・2 年生の部　小学 3・4 年生の部

　小学 5・6 年生の部

一般（中学生以上）5㎞　男子・女子とも

　中学生～ 34 歳の部　35 歳～ 49 歳の部

　50 歳以上の部

一般（高校生以上）15㎞　男子・女子とも

　高校生～ 34 歳の部　35 歳～ 49 歳の部

　50 歳以上の部

参  加  料
・ファミリー 2㎞　無料　・小学生 3㎞　無料

・一般（中学生以上）5㎞

　　《一般》2,500 円　　《中高生》1,000 円

・一般（高校生以上）15㎞

　　《一般》2,500 円　　《高校生》1,000 円

申込方法　

　参加申込用紙（マラソン大会専用振替払込用紙

付き）は、市民総合体育館内事務局に備え付けて

おります。

〔有料種目参加の場合〕
　所定の参加申込用紙に必要事項を記入のうえ、

参加料を添えて、郵便局窓口で申し込むか、また

は、ランテス（インターネット・携帯サイトエン

トリー）でお申し込みください。

〔無料種目参加の場合〕
　所定の参加申込用紙に必要事項を記入のうえ、

市民総合体育館内事務局に直接申し込むか、また

は、郵送でお申し込みください。

＊詳しくはパンフレットをご覧ください。

選手受付
(1) 大会前日（３月７日（土））

　〔場所〕市民総合体育館

　〔時間〕午後 2 時～ 5 時

(2) 大会当日（３月８日（日））

　〔場所〕根来若もの広場

　〔時間〕午前 7 時 30 分～ 9 時

＊選手受付には参加通知書を必ず持参のうえ、大

会前日または、当日に受付をしてください。

　ファミリー 2㎞を除く各 18 部門 1 位～ 6 位ま

で表彰。（ファミリー 2㎞は完走証のみ）

問〒 649-6232　岩出市荊本 63-2

　岩出市立市民総合体育館内

　第９回岩出マラソン大会実行委員会事務局

　☎ 62 ‐ 0370

注競技中の疾病・傷害については応急処置のみ行

いますが、その他の責任は負いません。

　本大会に出場される方は、あらかじめ医師に相

談してください。

　荒天等で大会の開催が危ぶまれる場合は、市内

放送または上の問い合わせ先で確認してくださ

い。

　なお、大会の延期はありませんのでご了承くだ

さい。

　大会運営上、各種目とも制限時間内でゴールで

きていない場合は、その時点で走行を打ち切らせ

ていただきます。

　早春の根来路を心地良い汗を流しながら駆け抜けてみませんか。
　今年も恒例の岩出マラソン大会をつぎのとおり開催します。老若男女を問わず参加できるマラ
ソン大会です。また、会場内には出店ブースを設置しておりますので、多数の参加をお待ちして
おります。


